
広報 にっこう ４

一 般 入 居 対 象 募 集 住 宅

備　考優遇対象住宅家賃（円／月）戸数階数間取り名　称地域

浴槽・風呂釜なし
駐車料別途
（２，０００円／台）

有　８，８００～２８，０００

６戸４階

３K清原住宅

今市

３戸２・３階

６戸１階

浴槽・風呂釜あり
駐車料別途
（２，０００円／台）

無２１，０００～５７，１００１戸２階４DK

松原住宅 有
１７，５００～５０，３００

３戸２・３階
３DK

無１戸１階

無
２６，４００～７０，８００１戸３階３DK

倉ケ崎住宅
２１，７００～５８，２００１戸３階２DK

無２２，４００～５９，３００１戸３階２LDK明神住宅

浴槽・風呂釜なし
メゾネット

無１２，６００～３０，０００１戸１‐２階３K下原住宅藤原

※優遇対象住宅･･･①身体障がい１～４級の方がいる世帯　②精神障がい者の方がいる世帯　③１８歳未満の子が３人以上
の多子世帯　④高齢者世帯（６０歳以上）　⑤２０歳未満の子を扶養する寡婦の世帯。これらの世帯の方は、抽選会１回開催に
当たり２回抽選を行うことができる場合があります。優遇対象住宅の有無は、申込みの状況により変わります。

優 先 入 居 対 象 募 集 住 宅

備　考優先対象世帯家賃（円／月）戸数階数間取り名　称地域

浴槽・風呂釜あり
駐車料別途
（２，０００円／台）

表下※の世帯２１，７００～５８，２００１戸３階２DK倉ケ崎住宅今市

※優先対象世帯･･･下肢障がい２級以上の方がいる世帯またはそれと同等として入居者選考委員会が認めた世帯

　
入
　
居
　
資
　
格
　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

①
持
ち
家
が
な
く
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。

②
婚
約
者
を
含
む
同
居
親
族
が
い
る
、
ま

た
は
単
身
の
場
合
、
満
　
歳
以
上
で
自

６０

立
で
き
る
。

※
足
尾
・
栗
山
地
域
を
除
き
、
単
身
の
方

は
２
　
ま
た
は
３
Ｋ
の
住
宅
が
対
象
に

DK

な
り
ま
す
。

③
市
税
や
上
下
水
道
使
用
料
の
滞
納
が
な

く
、
扶
養
控
除
な
ど
を
除
い
た
月
の
平

均
所
得
が
　
万
８
、０
０
０
円（
未
就
学

１５

児
童
が
い
る
世
帯
は
　
万
４
、０
０
０

２１

円
）以
下
で
あ
る
。

④
市
内
ま
た
は
県
内
の
隣
接
市
町
に
住
所

を
有
し
、
入
居
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
独
立
し
て
生
計
を
営
む
連
帯

保
証
人
が
い
る
。

申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
え
て
各
申
込
先
へ
持
参
。

申
込
期
間
　
７
月
　
日（
火
）〜
　
日（
月
）

１７

３０

※
日
光
・
足
尾
・
栗
山
地
域
の
住
宅
は
、

全
て
随
時
募
集
。

注
意
事
項

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
敷
金
は
家
賃
の
３
カ
月
分
で
前
納
で
す
。

※
共
益
費
が
別
途
必
要
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

※
暴
力
団
員
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
退
去
時
は
、
入
居
時
と
同
等
の
原
状
回

復
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

入居者を募集します
の市 営 住 宅

申込先及びくわしくは

　建築住宅課緯２１‐５１６４

　碓日 産業建設課 緯５４‐１１１４　碓藤 産業建設課 緯７６‐４１０７　

　碓足 産業建設課 緯９３‐３１１７　碓栗 産業建設課 緯９７‐１１３３

２０１２年７月号５

椛椛
整整
備備
の
目
的
と
内

の
目
的
と
内
容容

①
将
来
ま
で
守
り
育
て
る
た
め
に

　
希
少
な
野
生
動
植
物
な
ど
が
生
息
・
生

育
す
る
自
然
環
境
や
優
れ
た
自
然
景
観
を

保
全
し
た
り
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
機
能

を
向
上
さ
せ
た
り
す
る
た
め
に
、
 藪
 の
刈

や
ぶ

り
払
い
や
樹
木
植
栽
、
遊
歩
道
整
備
、
標

識
設
置
な
ど
、
地
域
が
将
来
ま
で
守
り
育

て
残
し
た
い
里
山
林
を
整
備
し
ま
す
。

②
通
学
路
な
ど
の
安
全
安
心
の
た
め
に

　
通
学
路
沿
い
や
住
宅
地
周
辺
に
あ
る
、

暗
く
う
っ
そ
う
と
し
た
里
山
林
を
、
不
要

木
の
除
去
や
藪
の
刈
り
払
い
な
ど
で
整
備

し
、
通
行
者
の
安
全
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

噛
平
成
　
年
度
の
整
備
実
施
場
所

２３

　
焔
芹
沼
　
　
焔
湯
西
川

③
野
生
獣
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

　
野
生
獣
被
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
っ
た
り
す
る
田
畑
な
ど
に
隣

接
す
る
里
山
林
の
不
要
木
の
除
去
や
藪
の

刈
り
払
い
な
ど
を
実
施
し
、
野
生
獣
を
人

里
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

噛
平
成
　
年
度
の
整
備
実
施
場
所

２３

　
焔
平
ケ
崎
　
焔
室
瀬
　
　
焔
小
倉

　
焔
岩
崎
　
　
焔
猪
倉
　
　
焔
横
川

　
焔
湯
西
川

　④
生
物
多
様
性
モ
デ
ル
林
整
備
事
業

　
従
来
の
里
山
林
の
姿
を
取
り
戻
し
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
・
再

生
に
取
り
組
む
た
め
、
モ
デ
ル
的
な
整

備
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

椛椛
整
備
森
林

整
備
森
林
のの
保
全
保
全
・・
維
持
管
理

維
持
管
理

　
整
備
さ
れ
た
森
林
は
、
森
林
所
有
者
と

市
と
の
協
定
に
よ
り
、
他
の
用
途
へ
の
転

用
が
　
年
間
禁
止
さ
れ
る
な
ど
の
保
全
措

１０

置
が
取
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た

森
林
を
維
持
管
理
す
る
団
体
に
対
し
、
１

　
当
た
り
年
間
５
万
円
の
維
持
管
理
費
が
、

ha整
備
後
４
年
間
交
付
さ
れ
ま
す
。

椛椛
森
林
・
団
体
の
募

森
林
・
団
体
の
募
集集

　
市
内
の
自
治
会
や
地
域
組
織
な
ど
の
団

体
で
、
里
山
林
整
備
事
業
を
活
用
し
て
地

域
周
辺
の
森
林
整
備
を
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
業
内

容
な
ど
の
説
明
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
所
有
者
と

維
持
管
理
団
体
、
市
が
協
定
を
結
び
ま
す
。

く
わ
し
く
は

農
林
課
　
　
　
緯（
　
）５
１
７
２

２１

碓日 
産
業
建
設
課
緯（
　
）１
１
１
４

５４

碓藤 
産
業
建
設
課
緯（
　
）４
１
０
７

７６

碓足 
産
業
建
設
課
緯（
　
）３
１
１
７

９３

碓栗 
産
業
建
設
課
緯（
　
）１
１
３
３

９７

〜
明
る
く
安
全
な
 里
  山
  林
 整
備
事
業
〜

さ
と
 や
ま
 り
ん

芹沼整備地の様子

　
元
気
な
森
林
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
と
ち
ぎ

の
元
気
な
森
づ
く
り
事
業
。
そ
の
中
で
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
い
る
「
明
る
く
安
全
な
里
山
林
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

猪倉整備地の様子
　５、６年前から農作物がイノ

シシに荒らされるなどの被害が

ありました。そこで整備事業を

活用し被害を減らすため、森林

所有者で組合を立ち上げ、昨年

から田畑の耕作者の協力も得て、

下草刈りなどを行っています。

　山での作業は危険も伴い、労

力も掛かります。しかし、電気

柵の設置を併せて行ったことで、

被害はなくなりました。３年後

には補助金の交付もなくなりま

すが、継続しなければならない

ことなので、地元の方の協力を

募りながら活動していきます。

維持管理団体紹介

下猪倉

里山整備組合

代表

 神  山 
かみ やま

 恒  夫 氏
つね お

と
ち
と
ち
ぎぎ
のの
　
　
   なな

森森
づづ
くく
りり
事事
業業
元
気


